
令和５年度
「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果



小学校５年生と中学校２年生対象の悉皆調査

調査内容

【小学校】（８種目）
・握力
・上体起こし
・長座体前屈
・反復横とび
・２０mシャトルラン
・５０m走
・立ち幅とび
・ソフトボール投げ

【中学校】（８種目）
・握力
・上体起こし
・長座体前屈
・反復横とび
・２０mシャトルラン(持久走)
・５０m走
・立ち幅とび
・ハンドボール投げ

全国体力・運動能力、運動習慣等調査

調査期間 令和５年４月から７月末までの期間

実技調査及び質問紙調査

調査対象



令和５年度 各種目の結果
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令和５年度総合評価



単位（点）

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果より

体力合計点の経年推移



単位（kg）

握力の経年推移

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果より



単位（回）

上体起こしの経年推移

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果より



単位（cm）

長座体前屈の経年推移

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果より



単位（点）

反復横とびの経年推移

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果より



単位（回）

２０ｍシャトルランの経年推移

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果より



単位（秒）

５０ｍ走の経年推移

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果より



単位（cm）

立ち幅とびの経年推移

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果より



単位（ｍ）

ボール投げの経年推移

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果より



○体力合計点 ・小５男女、中２男女で昨年度より向上
・小５女子、中２男女は、全国平均値以上
・中２男子 過去最高得点

○体力合計点順位 ・小５男女、中２男女で昨年度より向上
・中２男女は、過去最高順位

○全国平均値以上の種目数 ３４種目中２０種目（過去最多）※

○コロナ禍前の水準には戻っていない

【昨年度より向上した主な要因】
・新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和されたこと
・「体力向上計画」をもとに、各校において、体力向上に向けた取組が行われていること

【コロナ禍前の水準に戻っていない主な要因】 【課題となる種目】
・体育授業以外の運動時間の減少 ・20ｍシャトルラン、上体起こし
・スクリーンタイムの増加 （動きを持続する能力、ねばり強さ）
◎スクリーンタイム・・学習以外でテレビ、DVD、ゲーム機、
スマートフォン、PC等の画面を視聴する時間

実技調査の結果 まとめ

※小５男女８種目ずつ、中２男女９種目ずつ、計34種目と数えている。



運動やスポーツをすることは好きですか



運動やスポーツは大切なものですか



体育の授業は楽しいですか



体育授業以外での１週間の総運動時間



平日のスクリーンタイムが３時間以上



睡眠時間６時間未満



朝食は毎日食べる



肥満傾向児の割合

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果より



運動やスポーツに対する良好な意識が形成されているが、
運動習慣や生活習慣に課題がある。

・「運動やスポーツをすることは好き」「（保健）体育の授業は楽しい｣
と回答した児童生徒の割合は全国上位である。

・健康三原則（運動・食事・休養及び睡眠）の大切さを伝えるとともに、
良好な生活習慣確立にむけ家庭との連携を図る。

・１週間の総運動時間は減少、平日のスクリーンタイムは増加の傾向に
ある。

質問紙調査結果のまとめ


